
8

菊
永　

桜
島
の
降
灰
が
、
南

薩
地
区
に
も
数
回
飛
散
し
て

い
る
が
、
本
市
の
農
作
物
へ

の
被
害
状
況
、
支
援
策
及
び

摘
採
前
の
茶
園
洗
浄
機
・
洗

浄
脱
水
施
設
の
整
備
状
況
を

問
う
。

市
長　

桜
島
の
火
山
活
動
は

過
去
最
速
の
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
が
、
県
が
毎
年
行
っ

て
い
る
農
作
物
被
害
の
調
査蓮子　幹夫  議員

南九州議会だより　第20号　一般質問

蓮
子　

旧
頴
娃
町
地
域
内
の

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る

助
成
、
ま
た
、
市
交
通
安
全

協
会
へ
の
補
助
金
を
、
増
額

す
る
よ
う
に
検
討
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

各
種
団
体
等
へ
の
補

に
よ
る
と
、
本
市
の
被
害
は

平
成
23
年
度
が
16
億
６
千
万

円
で
、
お
茶
が
約
６
割
強
を

占
め
て
い
る
。
農
家
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て
は
、
活
動
火

山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策

事
業
及
び
県
の
日
本
一
茶
産

地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
積

極
的
に
導
入
し
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
・
茶
生
葉
洗
浄
脱
水

施
設
及
び
茶
摘
採
前
洗
浄
機

な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

菊
永　

支
援
策
は
、
農
家
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ま
な
い
と
い
け
な
い
。
ま

た
、
水
不
足
も
懸
念
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
考
え
か
。

茶
業
課
長　

知
覧
地
域
で

は
市
の
水
道
水
を
利
用
し
て

い
る
が
、
今
後
茶
生
葉
洗
浄

機
の
設
置
が
増
え
る
と
、
市

の
水
道
水
だ
け
で
は
不
足
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
地
下
水
の
ボ
ー
リ
ン
グ

も
検
討
し
た
い
。

被
害
状
況
及
び

農
家
へ
の
支
援
策
は

市
長
／�

国
・
県
事
業
を
積
極
的
に
導

入
す
る

降灰対策

菊永　忠行  議員

各
種
団
体
等
へ
の

　
　
　
　
　

補
助
金
は

市
長
／�
公
平
性
を
確
保
し
な
が
ら
交

付
し
た
い

補助金

灰が付着した茶葉の洗浄

14人が
登壇
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亀甲　俊博  議員

亀
甲　

市
民
が
行
政
に
何
を

望
ん
で
い
る
か
、
な
か
な
か

市
長
は
聞
く
こ
と
を
し
て
く

れ
な
い
。
ま
た
、
行
政
が
何

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
最

近
多
く
耳
に
す
る
。
市
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
か
。

市
長　

南
九
州
市
で
は
市

民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
き
、
説
明
会
や

意
見
交
換
会
な
ど
の
各
種
会

合
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て

原
案
か
ら
作
り
上
げ
て
い
く

市
民
会
議
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
様
々
な
市
民
参
加
の

方
法
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し

て
い
る
。

亀
甲　

指
宿
市
と
の
消
防
の

広
域
合
併
の
件
は
、
住
民
の

安
全
安
心
の
問
題
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
住
民
に
説
明
を

し
な
か
っ
た
理
由
と
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き

を
と
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

市
長　

何
も
住
民
を
無
視
し

て
、
こ
れ
を
進
め
て
い
こ
う

と
は
思
い
ま
せ
ん
し
、
た
だ

一
か
ら
十
ま
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聴
い
て
こ
れ

を
進
め
て
い
く
気
も
な
い
と

こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

・
胃
が
ん
対
策

助
金
に
つ
い
て
は
20
年
度
に

「
見
直
し
に
関
す
る
指
針
」

を
示
し
、
23
年
度
に
見
直
し

を
行
っ
た
。補
助
金
の
目
的
・

成
果
、
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
行
財
政
改
革
を
進
め
て

き
た
が
、
各
団
体
の
内
容
等

も
大
き
く
違
う
の
で
公
平
性

を
確
保
し
な
が
ら
交
付
し
た

い
。

土
地
の
名
義
変
更
の
処

理
を
ど
の
よ
う
に
す
る

考
え
か

市
長
／�

登
記
事
務
体
制
を

整
備
し
進
め
て
い

く

蓮
子　

え
い
二
枚
貝
栽
培
セ

ン
タ
ー
跡
地
の
売
却
に
お
い

て
、
土
地
の
一
部
が
名
義
変

更
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
じ
土

地
を
二
回
買
う
と
し
て
不
利

益
を
被
る
こ
と
と
な
る
が
、

土
地
の
売
買
の
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
入

会
林
野
事
業
を
再
度
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

市
有
地
の
未
登
記
は

２
９
７
２
筆
あ
る
。
今
後
、

登
記
事
務
体
制
を
整
備
し
、

専
門
家
に
も
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　

入
会
林
野
事
業
に
つ
い
て

は
、
入
会
集
団
の
意
向
を
確

認
し
な
が
ら
取
り
組
み
た

い
。

市　

政

市長の政治姿勢を示せ

市長／市民の声は聴いている

市政懇談会

頴娃地域の青色パトロール
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竹迫　毅  議員

竹
迫　

消
防
広
域
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
無
線
デ
ジ

タ
ル
整
備
の
財
源
負
担
を
含

め
、
４
市
協
議
か
ら
現
在
ま

で
の
経
緯
は
。

市
長　

国
の
消
防
広
域
化
の

基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
、
県

は
平
成
20
年
３
月
、
消
防
広

域
化
推
進
計
画
を
策
定
し

た
。

　

本
市
は
枕
崎
市
、
南
さ
つ

ま
市
、
指
宿
市
に
よ
る
「
南

深町　幸子  議員

深
町　

平
成
23
年
６
月
議
会

に
お
い
て
、「
市
民
音
頭
の

制
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
体
育
大
会
や
各
地
域
の
お

祭
り
等
市
民
参
加
の
行
事
な

ど
で
、
歌
い
踊
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
融
和
が
図

ら
れ
愛
郷
心
を
養
う
な
ど
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
今
年

度
職
員
で
構
成
を
い
た
し
ま

す
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

平
成
24
年
度
の
予
算
化
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

市
民
音
頭
制
作
に
向
け
、
庁

内
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
今
後
の
計
画
を
問
う
。

市
長　

市
民
音
頭
の
制
作
に

つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
職

員
10
人
で
構
成
す
る
庁
内
検

討
会
を
設
置
し
、
市
民
音
頭

制
定
委
員
の
選
定
や
制
作
に

向
け
た
工
程
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
。

薩
地
域
消
防
広
域
化
運
営
協

議
会
」
を
設
立
し
、
７
回
協

議
し
た
が
、
本
部
位
置
で
意

見
が
ま
と
ま
ら
ず
解
散
し

た
。
そ
の
後
、
枕
崎
を
除
く

３
市
で
協
議
し
た
が
本
部
位

置
で
意
見
集
約
で
き
な
か
っ

た
の
で
３
市
の
協
議
は
断
念

し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
費
用

は
、
指
宿
市
と
の
２
市
で
は

一
般
財
源
１
億
６
８
０
０
万

円
、
現
体
制
で
の
整
備
で
２

億
５
２
０
０
万
円
と
な
り
、

制
定
委
員
は
、
各
種
団
体
、

学
校
関
係
者
、学
識
経
験
者
、

市
役
所
職
員
な
ど
18
人
を
決

定
す
る
。

　

今
後
は
、
平
成
24
年
に
歌

８
４
０
０
万
円
の
経
費
削
減

に
な
る
。

竹
迫　

経
費
削
減
は
本
市
に

と
っ
て
も
大
事
で
あ
る
。
ま

た
、２
つ
の
組
合
に
加
入
し
、

股
裂
状
態
で
あ
る
こ
と
に
よ

り
市
内
で
の
救
急
、
救
助
、

消
火
に
も
支
障
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
解
決
の
た
め
に
も
指

宿
と
の
広
域
化
実
現
に
努
力

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

実
現
す
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

詞
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
募
集
し
決
定
す
る
。
曲

と
振
り
付
け
は
平
成
25
年
度

に
決
定
す
る
計
画
で
あ
る
。

今
後
の
計
画
は

市
長
／
平
成
25
年
度
に
決
定
す
る

市民音頭

消　

防

広域化の
　　取り組みは
市長／�指宿との広域化に努力

する

消防広域化住民説明会

市民体育大会での集団演技
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西　次雄  議員

西　

合
併
に
関
す
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を
、

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

か
。

市
長　
「
保
険
・
医
療
・
福

祉
」「
教
育
文
化
」「
社
会
基

盤
・
生
活
環
境
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
そ
の
他
」
は
比
較

的
評
価
が
高
く
、
融
和
や
一

体
感
の
促
進
な
ど
基
盤
づ
く

り
が
図
ら
れ
た
。

　
「
産
業
・
経
済
」「
公
共
料

金
等
」
は
厳
し
い
評
価
と

な
っ
て
い
る
が
、
長
引
く
景

気
低
迷
な
ど
、
国
の
社
会
経

済
情
勢
や
施
設
使
用
料
な
ど

の
統
一
に
よ
る
も
の
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。

山下つきみ  議員

山
下　

少
子
高
齢
化
の
進
展

と
人
口
減
少
が
続
く
中
、
不

妊
治
療
費
助
成
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い

る
。
高
額
な
治
療
費
を
要
す

る
こ
と
か
ら
対
象
者
に
助
成

を
行
い
、
少
子
化
対
策
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

本
市
に
お
い
て
も
更

な
る
少
子
高
齢
化
の
進
展
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
も
、
定
住
促
進
、
福

西　
「
合
併
し
て
良
く
な

か
っ
た
」
が
30
％
で
、「
良

か
っ
た
」
の
22
％
を
上
回
っ

て
い
る
結
果
を
ど
う
判
断
す

る
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

祉
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整

備
等
が
必
要
で
あ
る
。

　

不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
効

果
が
確
認
で
き
た
の
で
、
25

年
度
の
予
算
化
に
向
け
て
検

討
す
る
。

清
水
磨
崖
仏
群
の
倒
壊

防
止
対
策
は

市
長
／�

関
係
機
関
と
連
携

し
、
保
存
工
法
の

検
討
を
し
て
い
く

山
下　

倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ

る
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
保
存

す
る
か
。

市
長　

磨
崖
仏
群
の
中
の

大
五
輪
塔
は
倒
壊
の
可
能
性

が
高
く
、
現
代
に
貴
重
な
文

化
財
と
し
て
の
情
報
を
残
す

た
め
、
詳
細
な
記
録
取
り
を

行
っ
て
い
る
。
本
市
の
貴
重

な
観
光
資
源
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

保
存
工
法
の
検
討
を
し
て
い

く
。

ん
だ
旧
三
町
へ
の
思
い
入
れ

や
人
事
異
動
に
よ
り
顔
見
知

り
の
職
員
が
減
っ
た
こ
と
、

合
併
協
議
で
施
設
使
用
料
な

ど
統
一
を
図
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
負
担

増
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
の
い
じ
め
防
止
対
策

調
査
の
分
析
は

市
長
／
基
盤
づ
く
り
が
図
ら
れ
た

市民アンケート

不
妊
治
療

対象者へ
　助成の考えは
市長／�25年度の予算化に

　向け検討

市民アンケート回収ボックス

不妊治療費助成申請受付窓口
不妊に関する一般相談窓口

対　象 名　称 所　在　地 電話番号

鹿児島県
窓　　口 加 世 田 保 健 所

〒 897-0001
0993-53-2316

南さつま市加世田村原 2-1-1

南九州市
窓　　口

川辺保健センター
〒 897-0215

0993-58-3223
南九州市川辺町平山 6978

頴娃保健センター
〒 891-0792

0993-36-1111
南九州市頴娃町牧之内 2830

知覧保健センター
〒 897-0302

0993-58-7221
南九州市知覧町郡 17530

※�一般相談窓口のほかに専門相談窓口もございます。詳しくは各支所保健センター
にてお問い合わせください。
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塗木　弘幸  議員

塗
木　

南
薩
縦
貫
道
「
霜
出

道
路
」
は
整
備
区
間
に
指
定

さ
れ
調
査
測
量
が
行
わ
れ
て

お
り
、
平
面
交
差
で
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
市
道
と
の
交

差
点
も
多
く
非
常
に
危
険
で

あ
る
た
め
、
立
体
交
差
を
要

望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

側
道
を
設
け
る
こ
と

で
市
道
等
を
集
約
し
交
差
点

を
少
な
く
す
る
。
た
だ
し
、

地
形
的
な
条
件
に
よ
っ
て
は

蔵元　慎一  議員

蔵
元　

首
相
官
邸
前
で
は
、

脱
原
発
を
訴
え
る
デ
モ
が
行

わ
れ
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
大
き
な
転
換
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
創
造
、
エ
コ
事
業

へ
の
取
り
組
み
の
観
点
か

ら
、
庁
舎
、
各
公
共
施
設
、

防
犯
灯
な
ど
の
照
明
器
具
を

計
画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
考

え
は
。

市
長　

財
政
状
況
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
一
挙
に
行
う
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
施
設

整
備
や
改
修
に
合
わ
せ
て
、

計
画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め

て
い
く
。

立
体
交
差
と
な
り
う
る
。
総

合
的
に
検
討
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
く
。

降
灰
に
よ
る
茶
の
被
害

状
況
と
今
後
の
対
策
は

市
長
／�

降
灰
対
策
事
業
を

活
用
し
て
い
く

塗
木　

桜
島
の
爆
発
は
、
本

年
史
上
２
番
目
の
早
さ
で
７

０
０
回
を
超
え
、
南
九
州
市

に
お
い
て
も
一
番
茶
、
二
番

茶
の
生
産
期
間
に
10
回
の
降

灰
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
茶

委
託
料
の
業
務
見
直
し
を

市
長
／�

効
率
的
な
予
算
執

行
を
目
指
し
た
い

蔵
元　

国
会
は
、
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
を

可
決
、
消
費
税
増
税
が
あ
る

農
家
へ
の
被
害
状
況
と
今
後

の
対
策
を
問
う
。

市
長　

県
茶
市
場
に
出
荷
し

不
落
と
な
り
返
品
さ
れ
た
お

茶
が
一
番
茶
で
25
件
、
二
番

茶
で
３
１
７
件
あ
り
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。
今
後
の

対
策
と
し
て
、
降
灰
対
策
事

業
を
活
用
し
、
能
力
の
高
い

洗
浄
脱
水
機
や
摘
採
前
洗
浄

機
を
計
画
的
に
導
入
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
道
の
整
備

予
定
で
あ
る
。
委
託
料
は
そ

の
影
響
が
大
き
い
が
、
価
格

の
適
正
化
、
業
務
の
集
約
化

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
図
り
、
財
政
の
健
全

化
や
費
用
対
効
果
の
観
点
か

ら
、
委
託
の
仕
様
書
な
ど
、

業
務
の
内
容
を
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

24
年
度
予
算
編
成
か

ら
諸
経
費
率
に
つ
い
て
統
一

し
て
い
る
。
今
後
と
も
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
、
よ
り
効

率
的
な
予
算
執
行
を
目
指
し

た
い
。

公
共
施
設
の

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

市
長
／�

計
画
的
に
進
め
る

エコ対策

縦
貫
道

立体交差を
　要望する考えは
市長／�総合的に検討する　

よう要望する

南薩縦貫道川辺インター

平和会館で使用されているＬＥＤ電球

知覧道路への計画
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満留　秀昭  議員

満
留　

預
金
利
率
が
非
常
に

低
い
中
、
基
金
利
子
の
み
の

活
用
で
は
、
現
行
ま
た
、
将

来
的
に
も
有
意
義
な
活
用
は

望
め
な
い
と
考
え
る
が
、
有

効
な
活
用
を
見
い
だ
す
考
え

は
な
い
か
。

教
育
長　

運
用
に
つ
い
て

は
、「
基
金
の
取
り
崩
し
を

す
る
こ
と
な
く
、
基
金
か
ら

生
ず
る
利
子
を
青
少
年
の
健

全
育
成
に
関
す
る
事
業
に
充

当
す
る
こ
と
。」
と
い
う
取

り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
、
現
在
の
運
用
を
遵
守
し

て
い
き
た
い
。

満
留　

財
団
法
人
岩
崎
育
英

財
団
が
、
同
様
な
主
旨
で
活

動
を
し
て
い
る
。
現
在
、
本

吉永　賢三  議員

吉
永　

火
葬
場
検
討
員
会

が
、
４
回
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況

を
問
う
。

市
長　

川
辺
火
葬
場
は
、
男

女
別
ト
イ
レ
の
改
修
及
び
１

号
、２
号
炉
の
改
修
を
行
い
、

延
命
化
を
図
る
。

　

頴
娃
浄
楽
苑
１
号
、
２
号

炉
の
延
命
化
の
改
修
を
完
了

さ
せ
た
後
に
一
部
事
務
組
合

市
に
３
０
０
０
万
円
の
基
金

残
高
が
あ
り
、
そ
れ
が
眠
っ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
そ
の

３
０
０
０
万
円
を
岩
崎
育
英

財
団
に
返
し
た
ら
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

加
入
の
手
続
き
を
す
る
こ

と
。
ま
た
、
既
存
施
設
を
で

き
る
限
り
延
命
し
、
限
界
に

近
づ
い
た
時
に
市
で
１
施
設

あ
る
い
は
南
薩
地
区
衛
生
管

理
組
合
管
内
で
調
査
を
行
う

な
ど
意
見
が
出
て
い
る
。

消
防
広
域
化
へ
の
取
り

組
み
は

市
長
／�

２
市
で
の
協
議
を

進
め
て
い
る

吉
永　

消
防
広
域
化
に
向
け

て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

問
う
。

市
長　

平
成
24
年
４
月
の
広

域
化
に
向
け
て
、
４
市
で
平

成
23
年
７
月
ま
で
に
７
回
協

市
長　

わ
ず
か
利
子
が
５
０

０
０
円
で
も
貴
重
な
財
源
に

な
る
と
思
う
こ
と
か
ら
、
返

す
と
い
う
の
も
い
か
が
な
も

の
か
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
清
水
磨
崖
仏
群
大
五
輪
塔

の
倒
壊
防
止
対
策

議
し
、
幹
事
会
を
11
回
、
専

門
部
会
な
ど
を
61
回
開
催
し

検
討
し
た
が
、
協
議
項
目
の

調
整
が
進
ま
ず
、
ま
た
本
部

位
置
に
つ
い
て
は
、
最
後
ま

で
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
。
平
成
23
年
７
月
に
協
議

会
を
解
散
し
、
そ
の
後
３
市

で
の
協
議
で
も
意
見
集
約
が

で
き
ず
、
３
市
で
の
協
議
に

つ
い
て
も
不
可
能
と
考
え
、

平
成
24
年
７
月
に
指
宿
市
、

南
九
州
市
消
防
広
域
化
協
議

会
を
設
立
し
、
２
市
と
の
広

域
化
に
向
け
て
協
議
を
進
め

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
河
川
管
理

有
効
な
活
用
策
は

教
育
長
／
現
在
の
運
用
を
遵
守

岩崎育英基金

火
葬
場

検討委員会の状況は

市長／�既存施設の延命化を　
図る

倒壊の恐れがある大五輪塔

改修が待たれる川辺火葬場
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内
園　

南
九
州
市
役
所
南
部

出
張
所
は
、
南
部
地
域
住
民

の
総
合
的
暮
ら
し
の
安
定
を

図
る
た
め
、
ぜ
ひ
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

市
長　

あ
れ
ば
便
利
だ
が
、

地
域
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
る

と
「
合
併
後
５
年
以
内
に
廃

止
す
る
」
と
の
合
併
協
議
会

の
決
定
を
尊
重
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

内
園　

利
用
状
況
は
。

知
覧
支
所
長　

若
干
は
伸

び
て
い
る
。

内
園　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
も

進
み
、
車
に
乗
れ
な
い
方
な

ど
弱
者
の
た
め
に
も
存
続
で

き
な
い
か
。

市
長　

約
束
は
約
束
で

田
畑　

現
在
の
分
遣
所
方
式

で
防
災
力
や
救
助
体
制
は
十

分
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
消

防
広
域
化
を
ど
の
よ
う
に
進

め
、
防
災
行
政
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
か
。

市
長　

消
防
署
の
な
い
市
は

県
下
19
市
の
中
で
本
市
だ
け

で
あ
る
。
救
助
工
作
車
な
ど

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

総
合
支
所
方
式
を
堅
持
す

る
考
え
は

市
長
／�

当
面
は
、
総
合
支

所
方
式
で

内
園　

総
合
支
所
方
式
を
堅

持
す
る
考
え
は
。

の
資
機
材
不
足
や
人
員
不
足

の
た
め
、
防
災
力
や
救
助
体

制
は
十
分
な
も
の
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

市
民
の
安
心
安
全
を
守
る

た
め
に
は
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
指
宿
市
と
の
消
防
広

域
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
消

防
署
の
設
置
も
可
能
と
な

り
、財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、

経
費
削
減
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
思
う
。
ま
た
、
救
助
工

作
車
な
ど
の
資
機
材
の
充
実

市
長　

耐
震
は
、
震
度
７
程

度
を
想
定
し
、
年
次
計
画
的

に
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す

る
。
従
っ
て
当
面
は
、
現
在

の
総
合
支
所
方
式
、
一
部
分

庁
方
式
で
い
く
。

内
園　

庁
舎
の
あ
り
方
市
民

検
討
委
員
会
の
な
か
で
、「
調

査
研
究
し
、
新
庁
舎
建
設
の

方
向
性
を
示
せ
る
様
に
し
た

い
」
と
あ
る
が
新
庁
舎
を
造

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

新
庁
舎
を
造
る
と
は

一
回
も
言
っ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
対
策

・�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

も
図
ら
れ
、
南
九
州
市
の
消

防
力
・
防
災
力
が
高
ま
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

存
続
す
る
考
え
は
な
い
か

市
長
／�

「
合
併
協
議
会
」
の
決
定
を

尊
重
し
た
い

南部出張所

消
防
広
域

防災行政への取り組みは

市長／�消防署の設置で消防力・防災
力は高まる

内園知恵子  議員

田畑浩一郎  議員

広域化が進められている指宿地区消防組合

本年度末で閉鎖する南部出張所

南九州議会だより　第20号　一般質問
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伊
瀬
知　

老
朽
化
し
た
市

営
住
宅
が
数
多
く
見
ら
れ
る

が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

住
環
境
改
善
を
含
め
、
今
後

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
財

源
を
基
に
示
せ
。

市
長　

整
備
に
つ
い
て
は
、

市
の
総
合
計
画
な
ど
に
基
づ

き
国
の
交
付
金
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
建
て
替
え
時
に
、

屋
外
ス
ロ
ー
プ
や
室
内
の
段

差
解
消
、
手
摺
り
の
設
置
を

行
っ
て
い
る
。

伊
瀬
知　

地
域
活
性
化
住

宅
を
知
覧
地
域
や
頴
娃
地
域

に
も
要
望
が
あ
れ
ば
対
応
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

希
望
者
が
い
れ
ば
、

条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か

調
査
を
し
な
が
ら
、
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

伊
瀬
知　

住
宅
使
用
料
の

未
納
者
対
策
は
。

建
築
住
宅
課
長　

通
常
は

市
営
住
宅
係
が
行
い
、
定
期

的
に
建
築
住
宅
課
全
員
で
集

中
的
に
戸
別
訪
問
を
行
い
徴

収
を
実
施
し
て
い
る
。

伊
瀬
知　

牧
之
内
団
地
は

嵩
上
げ
を
し
て
建
て
替
え
で

き
な
い
か
。

建
築
住
宅
課
長　

牧
之
内

団
地
に
つ
い
て
は
、
27
年
度

か
ら
実
施
設
計
に
着
手
す
る

考
え
で
あ
る
。
嵩
上
げ
も
そ

の
段
階
で
検
討
し
た
い
。

住
環
境
の
整
備
は

市
長
／�
交
付
金
事
業
を
活
用

市営住宅

伊瀬知正人  議員

次の議会は12月11日開会予定
※手続き簡単　本館２階で住所・氏名を書くだけ

議会
を傍聴してみませんか！

老朽化が著しい牧之内住宅

　
　
　

頴
娃
町
別
府

濵
﨑　

朋
美

　

初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
ま

し
た
。
議
題
の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
形
式
的
な
討
論
で

済
ま
さ
れ
て
い
く
も
の
と
想

像
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
つ

の
議
題
に
対
し
て
複
数
の
議

員
が
何
度
も
質
問
す
る
の
を

見
て
、
当
た
り
前
で
す
が
、

ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
様
々
な
こ
と
が
協

議
さ
れ
る
の
で
、
今
の
南
九

州
市
を
知
る
た
め
に
議
会
を

傍
聴
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
　
　

頴
娃
町
郡西　

　

和
美

　

今
回
初
め
て
議
会
を
傍
聴

し
ま
し
た
。
議
会
の
仕
組
み

も
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
の

傍
聴
で
し
た
が
、
議
員
の

方
々
が
、
私
た
ち
市
民
の
声

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

議
論
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

南
九
州
市
の
発
展
の
た
め

に
も
、
今
後
も
議
員
の
方
々

の
ご
活
躍
に
期
待
い
た
し
ま

す
。

傍
聴
者
の
声




